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―
４
月
、
Ｊ
Ａ
土
浦
の

総
代
会
で
、Ｊ
Ａ
つ
く
ば
、

Ｊ
Ａ
谷
田
部
と
の
合
併
に

向
け
話
し
合
い
を
進
め
る

こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
今

後
の
段
取
り
は
。

　
【
佐
野
】
春
の
総
代
会

に
、
つ
く
ば
市
の
２
農
協

　
―
県
内
の
農
協
の
数

は
。

　
【
佐
野
】
４
月
時
点
で

20
。
広
大
な
北
海
道
を
除

く
と
、
茨
城
は
新
潟
、
埼

玉
に
次
い
で
多
い
。
平
成

10
年
ご
ろ
、
全
国
的
に
合

併
は
進
ん
だ
が
、
茨
城
は

そ
の
流
れ
に
遅
れ
、
当
時

は
42
も
あ
っ
た
。
県
連
と

し
て
は
、
現
在
の
20
を
六

つ
に
集
約
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。土
浦
、つ
く
ば
、

谷
田
部
の
合
併
は
こ
の
方

針
の
一
環
だ
。

　
―
６
農
協
案
を
具
体
的

に
。特
に
県
南
に
つ
い
て
。

　
【
佐
野
】県
北
、県
西
、

に
は
、
Ｊ
Ａ
竜
ヶ
崎
（
牛

久
、
竜
ヶ
崎
、
利
根
）
、

Ｊ
Ａ
稲
敷（
稲
敷
、河
内
）、

Ｊ
Ａ
茨
城
み
な
み（
取
手
、

守
谷
、つ
く
ば
み
ら
い
）、

Ｊ
Ａ
茨
城
か
す
み（
阿
見
、

美
浦
）
と
、
Ｊ
Ａ
が
四
つ

あ
る
。

　
―
3
農
協
の
テ
リ
ト
リ

ー
は
。

　
【
佐
野
】
Ｊ
Ａ
土
浦
は

土
浦
市
と
か
す
み
が
う
ら

市
の
全
部
。
Ｊ
Ａ
つ
く
ば

市
は
桜
、
豊
里
、
大
穂
、

筑
波
の
組
合
が
合
併
し
て

で
き
た
も
の
だ
が
、
そ
の

際
、
谷
田
部
農
協
は
入
ら

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
つ

く
ば
市
に
は
農
協
が
二
つ

あ
る
。
Ｊ
Ａ
つ
く
ば
と
Ｊ

Ａ
谷
田
部
で
つ
く
ば
全
域

を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
３

農
協
が
合
併
す
る
と
、
か

す
み
が
う
ら
、
土
浦
、
つ

く
ば
の
３
市
に
ま
た
が
る

広
域
農
協
に
な
る
。

で
は
、
新
農
協
の
役
員
構

成
な
ど
執
行
体
制
、
お
互

い
の
財
産
調
査
、
新
農
協

の
名
称
・
本
店
所
在
地
―

な
ど
を
詰
め
る
。
相
手
農

協
の
財
産
は
あ
る
程
度
推

定
で
き
る
が
、
細
部
は
合

併
協
に
入
ら
な
い
と
把
握

で
き
な
い
。
本
店
の
ス
リ

ム
化
な
ど
、
新
組
織
を
ど

う
す
る
か
は
重
要
な
問

題
。
こ
れ
は
し
っ
か
り
や

り
た
い
。

と
の
合
併
に
つ
い
て
提

案
、
そ
の
方
向
で
よ
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
相

手
の
２
農
協
も
同
じ
こ
と

を
各
総
代
会
に
諮
り
、
了

承
を
取
り
付
け
た
か
ら
、

方
向
性
は
固
ま
っ
た
。
今

年
度
中
に
あ
る
程
度
詰

め
、
各
理
事
会
の
了
解
を

取
り
、
来
春
の
各
総
代
会

で「
合
併
協
議
会
」へ
の
移

行
を
承
認
し
て
も
ら
う
。

　
―
正
式
協
議
は
来
年
度

と
い
う
こ
と
だ
が
、
合
併

協
入
り
す
れ
ば
話
は
ト
ン

ト
ン
と
。

　
【
佐
野
】
事
前
に
話
し

合
え
る
こ
と
は
今
年
度
内

に
済
ま
せ
た
い
。
合
併
協

鹿
行
は
各
一
つ
、
県
南
は

三
つ
に
集
約
す
る
と
い
う

考
え
。
県
南
は
、
石
岡
地

区
（
現
在
は
Ｊ
Ａ
新
ひ
た

ち
野
と
Ｊ
Ａ
や
さ
と
の
二

つ
）
、
土
浦
・
学
園
地
区

（
現
在
三
つ
）
、
そ
れ
か

ら
江
竜
地
区
。
こ
の
地
区

と
、貯
金
５
０
０
０
億（
現

Ｊ
Ａ
土
浦
１
１
０
０
億
）、

共
済
＝
保
険
＝
１
兆
５
０

０
０
億
（
同
３
５
０
０

億
）
、
営
農
＝
農
産
物
販

売
＝
２
０
０
億（
同
70
億
）

の
規
模
に
持
っ
て
い
く
こ

と
が
可
能
で
は
な
い
か
。

そ
う
し
な
い
と
、
今
の
時

代
、
い
い
農
協
に
は
な
ら

な
い
。

　
社
会
経
済
環
境
の
変
化

に
合
わ
せ
、
Ｊ
Ａ
も
変
わ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安
全
で
安
心
の
農
畜
産
物

を
安
定
供
給
す
る
こ
と
が

Ｊ
Ａ
の
責
務
で
、
こ
の
こ

と
を
念
頭
に
活
動
し
て
い

き
た
い
。

　
―
今
、
合
併
必
要
論
の

背
景
を
。

　
【
佐
野
】
（
農
業
貿
易

の
自
由
化
も
目
指
す
）
Ｔ

Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
）
、
（
戦
後
農
業

シ
ス
テ
ム
の
解
体
を
目
指

す
）
農
協
改
革
を
控
え
、

単
位
農
協
と
し
て
は
足
腰

を
鍛
え
、
経
営
基
盤
を
強

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
合
併
は
経
営
力
の
強

化
を
狙
っ
た
も
の
だ
。

　
―
合
併
後
の
イ
メ
ー
ジ

を
。

　
【
佐
野
】
私
論
だ
が
、

人
口
40
万
市
（
か
す
み
が

う
ら
４
万
＋
土
浦
14
万
＋

つ
く
ば
22
万
）
の
農
協
だ

　

か
す
み
が
う
ら
市
と
土
浦
市
を
カ
バ
ー
す
る
Ｊ
Ａ
土
浦
と
、
つ
く
ば
市
を
カ
バ
ー
す
る
二
つ
の
Ｊ

Ａ
が
合
併
に
向
け
動
き
出
し
た
。
最
終
合
意
は
来
年
に
な
り
そ
う
だ
が
、
３
農
協
合
併
が
実
現
す
る

と
、
県
南
３
市
に
ま
た
が
る
単
位
農
協
が
誕
生
す
る
。
行
政
に
よ
る
土
浦
市
と
つ
く
ば
市
の
合
併
話

（
か
す
み
が
う
ら
市
も
と
い
う
話
も
あ
っ
た
）
は
、
小
休
止
状
態
に
な
っ
て
い
る
が
、
農
協
広
域
合

併
は
行
政
の
そ
れ
に
先
行
し
そ
う
だ
。
農
協
（
経
営
）
と
自
治
体
（
行
政
）
で
は
危
機
感
が
違
う
と

言
う
こ
と
か
。 

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
坂
本
栄
）

新
本
店
は
ス
リ
ム
に
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
農
協
改
革

県
内
６
農
協
が
目
標

県
南
の
３
農
協
、広
域
合
併
へ

土
浦
・つ
く
ば
、行
政
に
先
行

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

規
制
改
革
の
目
玉
は
農
業
改
革
。
簡
単
に
言
え
ば

農
業
を
他
産
業
と
同
じ
よ
う
に
市
場
原
理
に
さ
ら

す
こ
と
。
そ
の
主
役
Ｊ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
政
治
・
政

策
的
に
特
別
扱
い
を
受
け
て
き
た
。
だ
か
ら
反
発

す
る
の
は
分
か
る
。
し
か
し
産
業
の
主
役
連
（
自

動
車
や
電
機
な
ど
）
、
安
倍
政
権
は
Ｊ
Ａ
に
冷
た

い
。「
頭
脳
」を
解
体（
全
中
の
監
査
権
限
剥
奪
）、

「
心
肺
」
は
分
解
（
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
準
会
員
の
引
き

剥
が
し
）、「
身
体
」
は
競
争
場
裏
に
（
全
農
の
株

式
会
社
化
）
―
と
。
こ
う
い
っ
た
中
、
単
位
農
協

強
化
は
待
っ
た
な
し
と
言
え
る
。
こ
れ
ま
で
と
は

異
な
る
環
境
の
下
、
Ｊ
Ａ
は
従
来
の
構
造
に
安
住

で
き
な
い
。 

（
坂
本
）
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